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ハレルヤ号で巡ったシミラン諸島
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圧倒的魚群！
　今年も乗船したハレルヤ号でのシミランクルーズ。毎年のように乗船すると、いつも
少しずつ海の状況の違いに気がついていくのが面白い。今回のトリップではスカシテン
ジクダイの大きな群れがとても目についた。通常であればシーズン序盤でよく見られる
はずのものだが、シーズン終盤（４月中旬）でも、銀色の雲のようにふわりとソフトコー
ラルを包み込んでいた。スカシテンジクダイの群れがいることによって、撮影の良きア
クセントとなる。想定外だったので、これはとても嬉しかった。これらにアタックを仕掛
けるカスミアジなどの捕食者も多く、海の中は何処も彼処も魚に溢れていた。
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コ・ボンにて
待ち人きたる
　「去年が大爆発だっただけに今年は少な
めかもしれません。できるだけ動いて探し
てみましょう」とガイドの大村さんと共に
コ・ボンのリーフ沿いを流して泳いだ。こ
こでもシミランと同じようにスカシテンジ
クダイの群れは多い。これだけでも十分
に楽しめるのだが、まずここで狙うのはマ
ンタ。心を鬼にしてひたすら泳ぎ探す。が、
現れない。そろそろ残圧も限界に近づき、
浮上を開始し始めたところ、大村さんが
叫んだ！　その指先には……。
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シミランを彩る
マクロたち
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オプショナルツアー
in カオラック
　ワイドからマクロまで充実のシミランクルーズを終え、僕らを乗せたハレルヤ号はカ
オラックのタプラム港まで戻って来た。さぁ下船の準備をはじめようかなという僕に大村
さんが何やら嬉しそうに話しかけてくる。「じゃあきゅうさん、今年も行っちゃいましょう
か！」そう、近年カオラックで話題のマッドポイント、その名も「ドロリンチョ」。場所は
まさにタプラム港の中である。はっきり行って透明度は期待できないが、鮮やかな背ビ
レを持つアドニス・シュリンプゴビーをはじめ、イエローウォッチマン、ウシオニハゼ、
ブルーシュリンプゴビーなどなど、泥池に生息する渋く美しいハゼたちで盛りだくさんだ。

　そしてもう一つシークレットポイントとして加えられた「キングダム」。観光客は全く来ないであろうと思われる川
の桟橋の周りには、干潮時わらわらとムツゴロウとトビハゼの仲間が現れる。泥の坂を滑るように下ったり、くるっ
とひっくり返ってお腹を上にしたりと、何せ仕草がいちいち可愛らしい。オス同士で喧嘩をしたりしていても可愛く
見えてしまう。まさにムツゴロウまみれの王国だ。こちらはクルーズ下船後、干潮時のタイミングで向かうので、
事前にスタッフまで要確認だ。ちなみにダイビングではなく陸上観察のみ。
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きゅう的雑感 in カオラック
　やっぱりこんな瞬間が好きだなぁと確信した。魚の量が多いシミランの海では、写真のように、魚たちがコミュニケーションを取りあっているようなシー
ンに遭遇する。念願叶い、今回の取材ではインド洋固有種のエイブルズ・エンゼルフィッシュと、それに擬態していると言われているミミック・サージョ
ンフィッシュをワンフレームに収めることができた。過去にも近くを泳いでいる二匹を見たことがあったものの、写真を撮るには至らず。いつかチャン
スがくるさと思っていても、そんなに甘いものではない。しかしチャンスは突然訪れるものだ。この瞬間に立ち会うことができたのもガイドの大村さん
のおかげ。素晴らしい海と素晴らしい出合い。毎日ビールが旨い訳だな。
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極上の船上生活と下船後の楽しみも充実
　国際色豊かなハレルヤ号のシミランクルーズ。基本的にダイビングは日本人チームと欧米人チームに分かれ、ブリーフィングや案内なども日本語で行われるので、初めてのクルーズ
というダイバーも安心。食事は三食日本人の口にも合うタイ料理がベースとなるので、毎回楽しみだ。下船後もホテル近くにはローカル料理をはじめ、ステーキハウス、本格和食レス
トランなども揃う。ダイビングも充実し、アフターダイブも満喫。これがすなわちカオラックなのだ。　＜ビッグブルー カオラック　http://bigbluediving.jp/khaolak-top＞
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